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 このテキストの各講座は，おもに 4 ページ

構成です。各講座とも，要点の整理→要点

チェック→練習問題の構成となっています。
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1 稲
いな

作
さく

のようす
  学 習 内 容
① 稲作のくふう
② 稲作のさかんな地

ち

域
いき

要 点 の 整 理

要 点 チ ェッ ク

要 点 チ ェッ ク

夏学小学 -高学年用

夏学小学解答 -高学年用

1　日本の稲作
　米づくりは日本の農業の中心となっており，日本の耕

こう

地
ち

面積の約半分が田である。また農業全体
の産出額でも，米は大きな割

わり

合
あい

をしめている。
＜米づくりのさかんな理由＞
① 田植えをする時期が梅雨（雨が多い）となり，稲

いね

に必要な水が十分得られること，また夏には気
温や湿

しつ

度が高いことなど，日本の気候は稲の生育に適している。
② 米は昔から日本人の主食としてさかんに生産されてきた。
③ 米は日本人の大切な主食なので，国（政府）が生産者から米を買い入れ，消費者に販

はん

売する制度
（食

しょく

糧
りょう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

）をとり，農家を保護していた。

2　稲作のさかんな地
ち

域
いき

　東
とう

北
ほく

地方や北
ほく

陸
りく

地方では冬の寒さが厳
きび

し
かったり雪が多かったりするため，冬の間は
あまり作物をつくることができない。そのた
め米の単作（同じ土地で1年に1種類だけの作
物を作ること）が行われている。全国で生産
される米の半分近くがこれらの地方で生産さ
れており，全国に出荷されているので，これ
らの地方は日本の米ぐら（穀

こく

倉
そう

地帯）とよばれている。

3　稲作をめぐる問題
＜米の生産調整＞
　生産技術の進歩で同じ広さからとれる米の量が増える一方，食生活
の変化で米の消費量が減っていき，米が余るようになってきた。あま
る米を減らすため，国は1970年から米の生産調整を行い，作付面積を
へらして生産量をおさえる減反政

せい

策
さく

を進めた。
＜転作＞
　水田での米づくりをやめて，麦や豆などを作ること。
＜休耕＞
　作物づくりをやめて，耕地を休ませておくこと。現在はおこなわれ
ていない。
＜食糧管理制度の見直し＞
　政府が米を農家から高く買い上げて安く売る食糧管理制度は廃

はい

止
し

さ
れ，農家が政府を通さずに米を消費者に売ることがみとめられた。
＜米の輸入自由化＞
　米は日本の農業の中心なので，国は，米の輸入を制限して，国内の
農家を保護してきた。しかし世界で貿易を自由に行おうとする動きが
強まり，1999年より輸入される米に税金をかける（関税化）ことによ
り，米の輸入が自由化された。
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要点チェック〔（　　）をうめてみよう‼〕

（2019/20年版 ﹁日本国勢図会﹂ ほかより）
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練 習 問 題

（2019年版 ﹁日本のすがた﹂ より）

全国生産量778万t
（2018年）
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（2019/20年版 ﹁日本国勢図会﹂ ほかより）
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2 畑作のようす
  学 習 内 容
① 野菜づくり
② くだものづくり
③ 工芸作物

要 点 の 整 理

要 点 チ ェッ ク

要 点 チ ェッ ク

夏学小学 -高学年用

夏学小学解答 -高学年用

1　日本の畑作
　畑作は，おもに台地などの水の便がよくないところで行われて
いる。北海道・関東地方・九州地方南部などでさかんである。

2　野菜づくり
　特色のある気候を生かしてほかの地いきと時期をずらして栽

さい

培
ばい

すると，野菜を高いねだんで売ることができるので日本の各地で
いろいろな工夫がされている。
＜促成栽培＞
　比かく的温だんな地いきで，ビニルハウスなどを使って，自然
にできるより早い時期に出荷する栽培方法。（ピーマン・きゅうり・
なすなど）高知平野や宮崎平野がさかんで，おもにカーフェリー
やトラックで全国へ出荷している。
＜抑
よく

制
せい

栽培＞
　高原などで行われる，夏でもすずしい気候を利用して，自然にできるより時期をおくらせてつく
る栽培方法。（レタス・キャベツ・はくさいなど）八

やつ

ヶ
が

岳
たけ

山ろくの野
の

辺
べ

山
やま

原
はら

（長野県），浅
あさ

間
ま

山ろく
の嬬

つま

恋
ごい

村（群馬県）などでさかんである。
※はくさいの生産量　895t　茨城26％　長野25％　北海道３％
＜近郊農業＞
　大量に野菜が消費される大都市に近い地いきでは，野菜を新せんなまま早く運ぶことができるこ
となどから，野菜や草花の栽培がさかんに行われている。東京・大阪・名古屋などの大都市の周辺。
特に千葉県，茨城県，埼玉県，愛知県などでさかんである。

3　くだもの・工芸作物づくり
りんご…すずしい気候で，かんそうした土地に適している。
みかん…あたたかい気候で，日当たりのよい土地に適している。
ぶどう…水はけのよい，盆

ぼん

地
ち

の周りの扇
せん

状
じょう

地
ち

などで栽培がさかんである。
茶…水はけのよい台地などでさかんに栽培されている。

畑作のさかんな地域
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％
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要点チェック〔（　　）をうめてみよう‼〕

2017年

2017年

野菜 生産量
（千t） おもな産地（％）

だいこん 1325 北海道（13）・千葉（11）・青森（10）

キャベツ 1428 群馬（18）・愛知（17）・千葉（8）

たまねぎ 1228 北海道（65）・佐賀（8）・兵庫（7）

はくさい  880 茨城（28）・③（　　 ）（27）・北海道（3）

きゅうり  559 宮崎（12）・群馬（10）・福島（7）

にんじん  596 北海道（32）・千葉（17）・徳島（9）

さつまいも  814 鹿児島（36）・茨城（20）・千葉（13）
（2019年版 ﹁日本のすがた﹂ より）

農作物 おもな産地

み か ん
り ん ご
日本なし
ぶ ど う
も も

⑱
い 草

⑲（ ）・愛媛・熊本
⑳（ ）・長野・山形
�（ ）・茨城・栃木
�（ ）・長野・山形
山梨・�（ ）・長野
静岡・鹿児島・三重
�（ ）・福岡

（2019年版 ﹁日本のすがた﹂ より）
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（2019年版 ﹁日本のすがた﹂ より）

練 習 問 題
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（2017年産）

2018年

冬春きゅうり
（12～6月）

夏秋きゅうり
（7～11月）

おもな
産地県

収かく量
（t）

おもな
産地県

収かく量
（t）

ア 58,700 エ 31,300

イ 34,900 イ 20,000

ウ 31,600 ウ 14,100

千　葉 25,700 北海道 13,700

高　知 24,400 長　野 12,700

全国計 298,100 全国計 251,800
(農林水産省ホームページより)
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⑴山
やま

形
がた

県
けん

，宮
みや

城
ぎ

県
けん

，茨
いばら

城
き

県
けん

，がこの
あとに続く
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⑴②127万 tを70万 tでわると約2倍

になる。
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